令和5年度　生活の決まり
【登校】
・制服で登校しましょう。※部活動や委員会で指定があればジャージで登校可。　
・8：２０出席確認です。
・チャイムが鳴る前に、①カバンをロッカーにしまい着席する。
②朝読書の準備を終えて余裕を持って座るように指導をする。
※朝のチャイムが鳴った時に、まだ教室に入っていなければ、遅刻扱いとなる。
・教科書、ノート類は黒バッグ、ジャージや体育着などは青バッグ
※青バッグのみで登校ができるのは許可された日のみ（運動会・音楽祭等）
・提出物、着替え等があるので８：１０を目安に登校する。
・一度登校したら、先生に無断で学校外に出ない。
※具合が悪くなったり、忘れ物を取りに帰宅したい場合、必ず先生の許可をとる。
・黒バッグ、青バッグともに自分のロッカーに入れる。
・制服からジャージに着替えるタイミングは各自で考え休み時間、もしくは登校後に着替えを行うこと。（休み時間に着替えを行う際は次の授業に遅れないように注意すること）
・遅刻や欠席をする場合は、次のいずれかの方法で学校に届け出る。
	健康観察のデータ送信…８：１０までに送る。
生徒手帳……前もって分かっている場合は、生徒手帳の「欠席・遅刻・早
退の連絡欄」に、保護者が記入する。


・朝読書に取り組もう・・・落ち着いた朝の読書が、その日一日の学習の心がまえをつくる。　　
・朝の会後から８：４０まで静かに、しっかりと読書をする。
・授業日に自転車を使用する時には学校へは押して登校する。
・土日及び大会の時には乗車して登校しても構わない。ただし、敷地内には乗り入れない（校門で降りる）
・一度学校に戻り、学校生活を送る場合は自転車を押して下校する
【下校】
・基本的には制服で下校をする。
＊部活動等の活動後下校する場合はジャージで下校することを認める。
・下校時に寄り道をしたり、話し込んだりしない。

【授業中・休み時間】
・休み時間は次の授業の用意やトイレを済ませ、3分前を目安に着席する。
・忘れ物をしたり、提出物が遅れることがあれば、教科の先生に休み時間中に申し出る。
・友だち同士でのすべての貸し借りはトラブルの原因になるため禁止。
・始業時間と同時に授業がスタート。
・移動する際は椅子をしまい、整理整頓をしてから移動をする。
・ベランダには出ないこと。（転落事故防止のため。緊急時は避難に使うこともあります。）
・他教室への無断出入りはしない。
　※特別教室には危険物や高価な物があるため勝手な出入りはしないこと。
・原則机の横に物をかけない。
・必要が無ければ、他学年のフロアへは行かない。

【放課後】
・帰りの会が終わったら、すぐに荷物をもって部活動の活動場所に行く。
（月：15：00～　　火～金：16：00～）
・部活動に遅れる場合、欠席する場合は、前もって顧問の先生と部長に遅刻や欠席の理由を述べて、許可を得ること。
・部活のない時は早く帰る。（服装は制服です）
・下校時間を必ず守る。（帰りに寄り道はしないようにしよう）

【職員室等の入退室の仕方】
・先生方がお仕事をされている部屋(校長室・職員室・保健室・相談室・給食室・事務室)では、
①ドアをノック
　　　　②「失礼します」
　　　　③「○年△組の××です。～の用事できました。」
　　　　④用事がすんだら「失礼しました」

・職員室に入室するときは、荷物を置きコート・マフラー・手袋等の防寒具は脱ぐ。

【服装・頭髪・持ち物】
＜頭髪＞
・清潔感があり、奇抜（左右非対称やそりこみなど）でない髪型とする。
・脱色・染髪は禁止とする。
・うねりを加えるパーマは禁止とするが、くせ毛に対する縮毛矯正等は保護者からの申し出により相談に応じる。
・襟につく場合は髪を結び、まとめる。結ぶ位置は前から見たときに結びが見えないような高さで後ろで結ぶこと。（活動の妨げになるので横に流さない）
・ゴムの色は黒・紺系統の目立たない色を使用する。
・前髪は目にかからない長さとし、これより長くなる場合にはピンでとめる。ピンの色はゴムと同様とす　る。
・整髪料の使用、髪を編み込むのは禁止とする。
・ピアス・カラーコンタクト・つけまつげ（エクステ）等手を加えることは禁止とする。
＜肌着＞
体操着の下に着る。体操着のそでから見えない袖の長さ。
色は単色の白・黒・ベージュ・グレーとする（華美でないもの）
＜靴下＞
色は白・黒・紺・グレーを基調とし、ワンポイント可。ライン・滑り止め付きのものは可。
キャラクターもの、柄・水玉などははかないように指導する。
くるぶしソックス・ハイソックス可
・冬服期間のみつま先まで覆われているインナーや足首まで
　のインナーを着用しても良い。（いずれも黒色）
※レギンス等の足首までのインナーを着用する場合は、肌が見えないように着用すること。
＜靴＞
・色は白・黒・紺・グレー基調としたもの。運動に適した靴を履くこと（スニーカー・ハイカット・ブーツは運動に適さないため禁止）

＜バッグの使用方法＞
・授業がある時は、必ず指定されたカバンを持参して登校する。
※黒バッグは安全のために肩にかける。
＊落書きはしない。
＊アクセサリーはつけない。（お守り一個程度は可）　　　
＊形を変えたりしない。
＊青バッグは両腕に通さない。

＜持ち物＞
・教材に関しては、原則持って帰らなければいけないものは学校では定めず、引き出しにきれいに管理できていれば、置いていっても良いものとする。
・教室にある教材棚については、各クラスで使い方を決める。
・学校で許可した物以外は持ってこない（携帯電話は持ってこないこと）。
・必ず名前を書く。
・リップクリームやハンドクリームは無香料のものを使用すること。
・水筒…年間を通して持ってきてよい。
※水筒の中身をもらうことは禁止。
※中身は水、スポーツドリンクか湯茶に限る。ビン、カン、ペットボトルは禁止。
＊補充用のペットボトルは可とする。直接飲むのは禁止（衛生面から）
・弁当…各自で用意して登校する。外へ買いに出たり、登校の途中に買うことは禁止。ゴミは全て持ち帰る。自分の教室もしくは指定された教室で食べる。

	○

	・リップクリーム、ハンドクリーム
・日焼け止め
※いずれも無香料のもの
・くし



※特別な理由があれば、配慮される場合があります。その場合、保護者の方から書面（生徒手帳等）で提出してください。

＜その他＞
・友だち同士で家に泊めたり泊まったりすることは禁止。
・SNSについて各家庭での管理のもと適切に使用できるよう指導を行う。（トラブルの原因・いじめ問題に発展する危険性がある）
・カラオケ、ゲームセンターなどへの立ち入りは様々なトラブルが予想されるので注意すること。







＜制服の着方＞
・学ランのボタンは全て閉める。
・夏服時には紺色のスカーフを着用し、冬服時には白色のスカーフを着用する。（セーラー服）
・スカートの長さを変えない。
・制服時には名札を着用する。
・袖のボタンは閉める。
・夏季におけるワイシャツの袖を折っての着用はしっかりと織り込み、だらしなくならないようにする

[bookmark: _GoBack]＜制服の着方ブレザーver.＋α＞
・ブレーザーの前ボタンはすべて閉める。
・ネクタイ・リボンを着用する。リボン・ネクタイを着用する際はYシャツの第一ボタンは閉めること。
・ズボン・スカートは折ったりせずに、長い場合には裾上げを行い調整する。

